
 
 

 

春
季
総
合
研
究
会
の
ご
案
内 

  

二
〇
〇
七
年
度
春
季
総
合
研
究
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

日
時 

 

六
月
三
〇
日
（
土
）
十
三
時
三
〇
分
～
十
七
時
〇
〇
分 

 

場
所 

 

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
棟 

地
下
第
一
教
室 

 

論
題 

 

「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
下
に
お
け
る
先
進
国
農
業
の
構
造
変
化
」 

 

報
告
一 

「
ア
メ
リ
カ
中
西
部
に
お
け
る
農
業
構
造
の
変
化
と
農
業
自
由
化
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
野
一
新
（
大
妻
女
子
大
学
） 

報
告
二 

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
農
業
構
造
の
変
化
と
直
接
支
払
い
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
井
圭
一
（
東
北
大
学
） 

報
告
三 

「
農
政
転
換
期
に
お
け
る
日
本
農
業
の
構
造
変
化 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

―
二
〇
〇
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
分
析
を
中
心
に
―
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

橋
詰 

登
（
農
林
水
産
政
策
研
究
所
・
非
会
員
） 

 

討
論 

 
 

 
 

司
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

清
水 

卓
（
駒
澤
大
学
） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

後
藤
光
蔵
（
武
蔵
大
学
） 

  

趣
旨 

 

今
期
の
研
究
委
員
会
は
、
三
年
間
を
通
し
て
追
求
す
る
共
通
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
公
共
性
」
を

設
定
し
、
春
季
総
合
研
究
会
・
秋
季
学
術
大
会
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
年
度
は
農
業
・
農
村
を
軸
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
、
春
季
総
合
研
究
会
で
は
先
進
国
の
農
業
構
造
の
変
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
。 

こ
れ
は
、
昨
年
度
の
秋
季
学
術
大
会
の
論
点
で
あ
っ
た
格
差
社
会
を
農
業
に
即
し
て
検
討
す
る
と
い
う

点
で
連
続
性
を
持
つ
。
同
時
に
崩
壊
状
況
に
直
面
し
て
い
る
地
域
を
取
り
上
げ
、
そ
の
再
生
の
た
め
の
協

同
と
公
共
性
を
テ
ー
マ
と
し
て
準
備
さ
れ
て
い
る
秋
季
学
術
大
会
に
繋
が
る
も
の
と
し
て
、
農
業
構
造
の

現
段
階
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

ウ
ル
グ
ァ
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
農
業
交
渉
で
は
、
市
場
ア
ク
セ
ス
や
輸
出
補
助
金
に
関
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
農
業
補
助
金
の
規
制
な
ど
各
国
の
農
業
施
策
に
関
す
る
規
律
に
つ
い
て
も
農
産
物
貿
易
を
促
進
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
合
意
さ
れ
た
。
農
業
予
算
削
減
の
狙
い
も
あ
り
、
こ
の
交
渉
・
合
意
を
契
機
に
各
国
の

農
業
政
策
の
転
換
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
政
策
転
換
は
形
態
か
ら
み
れ
ば
、
農
産
物
を
対
象
に
し
た
価

格
支
持
政
策
か
ら
経
営
を
単
位
と
し
た
直
接
支
払
い
政
策
へ
の
転
換
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
、
日
本

に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
で
は
価
格
支
持
と
連
動
し
て
行
わ
れ
て
い
た
生
産

調
整
義
務
も
廃
止
さ
れ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
転
換
は
農
業
を
市
場
に
委
ね
る
と
い
う
新
自
由
主
義

的
農
業
政
策
へ
の
転
換
と
い
う
点
で
も
各
国
に
共
通
す
る
。 

こ
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
の
下
で
、
農
家
・
農
業
経
営
の
一
層
の
分
解
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
支
配
の
拡
大
、



さ
ら
に
は
農
業
の
後
退
・
縮
小
な
ど
国
に
よ
っ
て
そ
の
様
相
に
違
い
は
あ
る
が
、
大
き
な
構
造
変
化
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
。 

日
本
で
は
二
〇
〇
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
が
公
表
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
先
進
国
の
農
業
構
造
の
変
化
の
解
明

を
中
心
の
テ
ー
マ
と
し
な
が
ら
、
農
業
政
策
転
換
の
意
味
、
農
村
地
域
の
変
貌
に
つ
い
て
も
共
通
の
理
解

が
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

 

な
お
、
総
合
研
究
会
で
の
討
論
を
深
め
る
た
め
に
、
今
回
か
ら
総
合
研
究
会
の
一
ヶ
月
ほ
ど
前
か
ら
、

報
告
者
の
希
望
に
応
じ
て
、
発
表
予
定
の
レ
ジ
ュ
メ
や
フ
ル
ペ
ー
パ
ー
を
本
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
soc.nii.ac.jp/seikeisi/ 

に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
会
員
諸
氏
が
こ
れ
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
研
究
会
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 
 

  

会
員
各
位 

  二
〇
〇
七
年
五
月
七
日 
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一
一
三
―
八
六
九
一  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

文
京
区
本
郷
郵
便
局
私
書
箱
五
六
号  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

政
治
経
済
学
・
経
済
史
学
会 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/seikeisi/

